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■会議内容 
1. 研究 1（Nomogram study）の進捗状況の報告 
（1） 最終解析結果案について 

岡委員より T1 大腸癌症例の予後に関する解析結果が報告され、大腸癌治療ガイド

ラインで推奨されている T1 大腸癌に対する治療方針の妥当性が示された。 
事務局より、4726 例を用いて作成された nomogram が紹介された。得られた結果

について 2009 年以降の大腸癌登録症例を用いて validation を行う方針が決定された。 
（2） 副次的解析について 

リンパ節転移リスク解析に関する有効症例集積数順に参加施設で検討を進めるこ

とが再確認された。各施設にデータセットを配付し、上位施設から順に事務局から確

認し、施設毎 2 週間を目処に希望する副次的解析内容を回答することとなった。 
 

2. 研究 2（F1 study）の進捗状況の報告 
interobserver study 用に準備された 50 例（本邦 25 例、英国 25 例）のデータセットの評

価におけるデジタルスライドの技術的な問題が解決できたため、interobserver study を開

始することが報告された。近日中に WEB 上での具体的な評価方法について事務局から担

当の各病理系委員に案内することが連絡された。 

 
3. その他 

特になし。 


